
チャイいじドシート

プリムターンフアースト
赤 ち ゃ ん を い ち ば ん に 、 そ し て 社 会 に も や さ し く 。

一 一 一 一 一

ベ
ビ

ー

コ ン シ ヤ ス ケ ア

取扱説明書 BABY CONSCIOUS CARE
品質保証書付

●お子さまの安全のため、こ使用前に必す本書を読

み、十分こ理解のうえ、記載された内容に従しヽ正

しくお使しヽくださしヽ。

●本書は、チャイル ドシー トをお使しヽになる車の中

など、すぐに読める場所に保管してくださしヽ。

●チャイル ドシー トを他のお客さまにお譲りになる

場合|よ、必す本書もあわせてお渡しくださしヽ。

●安全運転を励行してください。



1費金にお便いいただくために

このたびは、コンビチャイルドシートをお買い上

げいただき、ありがとうございました。

ご使用の前に、この 「安全にお使いいただくため

に」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

●ここに示した注意事項と、お子さま、車の座席の条件

|よ、チャイル ドシー トとしての機能を発揮させて、安

全に正しくお使しヽしヽただくためのものです。「危険」、

「警告」、「注意」の表示|よ、これらの注意事項が守ら

れなかつた場合に予想される、危害 ・損害の、切迫度

や大きさにより区分したもので、大変重要な内容で

す。必すお守りくださしヽ。

ロチャイルドシー トは、交通事故などの場合にお子さまの傷 ロ
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しも事故からお

|

誤つた取り扱いをすると、人が死亡また|よ重傷

を負う危険が切迫して生じることが想定され

る内容です。

誤つた取り扱しヽをすると、人が死亡または重傷

を負う可能性が想定される内容です。

誤つた取り扱いをすると、人が傷害を負つた

り、物的損害が起こる可能性があります。

お子さまの成長に含わせて3つ の状態でお使いいただけます。

0そ れぞれの「お子さまの条件」をすべて満たすお子さまにのみご使用ください。

●1つでも条件を満たさない場合は、その「便用状態」ではご使用にならないでください。

お子さまの条件 使用状態

■

―

1.進行方向に対して後向き

2.リ クライエングをもつとも倒す

3.付 属のインナークッシヨンを必

す使用

41付 属のヘッドパツドは使用禁止

1.体 重5k宮～7kg未 満

2.後 頭部がインナークッションか

ら出ないこと

参考月齢 12カ 月ころ～4カ 月ころ(首がすわるころ)まで

1.進行方向に対して後向き

2.リ クライエングは3段階使用可能

3.イ ンナークッシヨンは使用禁止

4.付 属のヘッドパッドは使用可能

1.体 重フk宮～ 1 0kg未 満

2.後 頭部がチャイル ドシー トの背

もたれから上に出ないこと

参考月齢 :4カ 月ころ(首がすわるころ)～12カ 月ころまで

1.体 重9kg～ 1 8kg未満

2.後 頭部がチャイル ドシー トの背

もたれから上に出ないこと

参考年齢 !1才 ころ～4才 ころまで

1.進 行方向に対して前向き

2.リ クライエングは3段階使用可能

3.イ ンナークッションは使用禁止

4.付 属のヘッドパッドは使用可能

1 ※ 9kg～ lok目のお子さまのみ、後向き前向きどちらでもお使いしヽただけます。



車の座席にこのように取 り付けてお使しヽいただけます。

●後向き :体重5k宮～ 10k宮未満のお子さま

(参考月齢2ヵ月ころ～ 12ヵ月ころまで)
●前向き 1体重9kg～

(参考年齢 1
18k宮未満のお子さま

才ころ～ 4才 ころまで)

前  鋪
   晋   錨

● エアパッグのついた座席では

エアパッグが装着された座席にチャイ

ル ドシー トを装着し使用することはお

やめくださしヽ。衝突時、エアパッグの

作動により大きな衝撃を受け、危険な

状況になります。エアパッグの装着さ

れてしヽなしヽ座席で使用してくださしヽ。

Q/エ アパッグシステムとは

A/事 故などの衝突時に、車に内蔵のエアバッグが瞬間的に膨張
し、とくに頭部などへの衝撃を緩和する装置。

Q/パ ッシプシー トベル トとは

(オー トマチックシー トベル ト)

A/車 の座席に座つてドアを閉めると、自動的にシートベル トを装

着してくれる装置のこと。とくに輸入車に多くみられる。

次の条件のいすれか 1つでもあてはまる場合は、その座席ではお使いいただけません。

●シー トベル トのつしヽ二

てしヽなしヽ座席。   /

●進行方向に対して横

向き、また|よ後向き

の座席。 /∠慾

●座 席の奥行 きが

45crln以下の場合。

●シー トベル トが座席

の 中 間 か ら出て しヽ

る座席。

※チャイル ドシー トの

シートベル ト通し穴位

置よりも前方向から

シートベル トが出てい

る座席。

●パッシブシー トベ

ル トのつしヽた座席。

●シー トの中央が極端に盛り上がってしヽ

て、取り付けたときに不安定になる座

席 。

次のような使いかたは、チャイルドシートが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐れがあります

●使用条件に適合しなしヽお子さま ・座

席などでは使用しなしヽでくださしヽ。

●車に取り付けるときは、必すシー ト

ベル トで固定してくださしヽ。ひもな

ど、シー トベル ト以外のもので固定

しなしヽでくださしヽ。

●チャイル ドシー トの座席部を横向き

にしたまま走行しなしヽでくださしヽ。

(お子さまの乗せ降ろしのときのみ

使用してくださしヽ)

●車のシー トベル トおよび座席の種

類などにより、取扱説明書どおり

にチャイル ドシー トをしつかり固

定できなしヽとき|よ、使用しなしヽで

くださしヽ。

●お子さまがチャイル ドシー トの上

で立ったり、中腰になつたり、正

座をしなしヽように注意してくださ

い。座らせるときには、お子さま

に胸あてパッドを装着してベル ト

を差し込み、差し込み金具がしつ

かり固定されてしヽることを確認し

てくださしヽ。
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費全にお便いいただくために

お子さまを車内に1人で放置することはおやめください。日差しの強い日などには車内の温度が高くなり、お子さまが

脱水症状になる恐れがあります。また予期せめ事故のもととなります。必す保護者が同乗し使用してください。

次のような使いかたは、チャイル ドシー トが本采の機能をはたさす、危険をまねく恐れがあります

●衝突事故や製品を落下させたときな

ど、1度でも強い衝撃を受けたチャイ

ルドシートは、外見上の破損がなくて

も絶対に使用しなしヽでくださしヽ。

●幼児用ベル トをたるませて使用する

と、ベル トが首に巻きつき窒息する恐

れがあ ります。

・幼児用ベルト|よ正しい長さに調節してく

ださい。(P]①参照)

・左右の差し込み金具を確実にバックルに

差し込んでください。(P9参照)

・肩部の幼児用ベル トをゆつくりと引き、

その後ベルトが伸びきつたままにならな

しヽことをこ確認ください。

●車のシー トベル トに傷がある場合は

その座席に取り付けなしヽでくださしヽ1

ン
●幼児用ベル トに傷が付いたときは、

必す新ししヽベル トに取り替えてくだ

さしヽ。(お買い上げの販売店または弊

社のお客さま相談室にお問しヽ合わせ

ください)

0お 子さまがバックルボタンを押して

しまう可能性があります。ときどき

差し込み金具がバックルからはすれ

ていなしヽことを確認してくださしヽ。

差し込み金具がはすれていると幼児

用ベル トが首に巻きつき窒息する恐

れがあります。

次のような使いかたは、同乗している方やお子さまに危険をまねく恐れがあります

●お子さまが乗つていなしヽときでも、

チャイル ドシー トは必すシー トベル ト

で常に座席に固定してくださしヽ。

●前座席にチャイル ドシー トを後向きに

取り付けて助手席側の ドアミラーが見

えにくしヽときは、後座席に取り付けて

くださしヽ。

●シフトレバーやパーキングブレーキ

などの運転操作に支障をきたす場合

は、助手席にチャイル ドシー トを取

り付けなしヽでください。

●2ド アや3ド アの車で後座席に人が

乗る場合には、緊急時の脱出のため、

チャイル ドシー トを助手席に取り付

けないでください。

押す

′口~ロ ロロ~口 “ローロロロロ“ロロロロロ“―ロロロー“ロ
グTT―

―
Tト

緊急の場合には

B事故など緊急時は、あわてす、保護者の方が胸当てパッドのパックルボタンを押し、

B差し込み金具を引き抜き、幼児用ベルトをはすして、すみやかにお子さまをチャイル

| ド シー トから降ろし、車外に脱出させてください。
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チャイルドシー トの本来の機能をはたすため、走行前や走行中の停車時、走行後には、下記の事項を点検してくださ

い 。

幼児用ベル トが正ししヽ肩部ベル ト

通し穴の位置にセットされてしヽる

こと

差し込み金具は 「カチッ」と音が

するまでバックルに差し込まれて

いること

座席回転装置のロックがしっかり

とかかつていること

(座席部を回 して確認 してくださしヽ)

※ボタンの下に赤しヽ色が見えているときは

ロックがかかつてしヽません。

チャイル ドシー トが車の座席に

しつかりと固定されてしヽること

(本体を前後にゆすり、確認し

てくださしヽ)

幼児用ベル トにねじれやたるみ

がなしヽこと

幼児用ベル トのロックがしっかり

とかかつてしヽること (幼児用ベル

トを勢しヽよく引しヽて、確認してく

ださしヽ)

シー トベル トのタングプレー トが

「カチッ」と音がするまでバックル

にしつかりと差し込まれてしヽること

●チャイル ドシー トに直接国光

が当たると、本体や差し込み金

具、ロッキングクリップなどが

熱くなることがあります。お子

さまを座らせる前に各部にさ

わつて、やけどをしなしヽことを

確認してから使用してくださ

しヽ。夏場や日差しの強しヽときは

国陰に駐車するか、本体に布な

どのカバーをかけてください。

●走行中は、チヤイル ドシー トの

操作や調整をしなしヽでくださ

い。また、同乗してしヽる他のお

子さまがチャイル ドシー トに

さわらなしヽようにしてくださ

い 。

●車の中のチャイル ドシー ト以

外の目的には使用しなしヽでく

ださい。通常の椅子として使用

すると、転倒してけがの原因と

なります。

●チャイル ドシー トを改造した

り、本書に記載されてしヽなしヽ取

り扱しヽかたでは使用しないで

くださしヽ。

●車の座席にクッション、座ぶと

んなどを敷しヽたままでチャイ

ル ドシー トを取り付けないで

くださしヽ。

●ロッキングクリップは、チャイ

ル ドシー トを固定する以外の

目的で使用しないでくださしヽ。

●チャイル ドシー トを風雨にさ

らすことはおやめください。
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宙部のなまえ

,レト通し

ベルトカパー

(リパーシブル)
パックルボタン

パック

腰部ベル ト通し

リクライエングレパー

座席回転ボタン

角度チェッカー

シー トクッション

肩部ベル ト通し

フック (左右)

フック (左右)
※シー トクッションの内側

シートベルト通しア

シートベルトガイ

し込み金具

てパッド

シー トクッション

,レト

ル ト調節金具

ベルト

クリップホルダー

度アジャスター

ンアジャスター/サプアジャスター)

本書で使われる 「本体」 「座席部」 「ベース部」と|よ、
以下の部分をしヽいます。
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操作のしかた (回転、リクライエング)

座席回転ボタンを押しながら、チャイル ドシー トの

座席部を回します。(少し動しヽたら座席回転ボタンか

ら指を離してください)

「カチッ」と音がしてロックがかかります。(前向き 。

後向きとも)ボタンの下の赤い色が見えてしヽなしヽこ

とを確かめ、さらに、チャイル ドシー トの座席部を

左右に動かして、確実にロックされてしヽることを確

認してくださしヽ。

※横向きにした場合、ロックはかかりません。

1   2

2

座席回転ボタン

チャイル ドシー トの座

席部を横向きにしたま

ま走行すること|よおや

めくださしヽ。

座席の背部や下部の

すき間に手や指を入

れたまま、回転操作

を しな しヽで くだ さ

しヽ。

朗ク 玩 イ 品 ン グ 0,し か た o必す、両手で操作してください。

リクライエングレバーを右図1の矢印のように、引

きながら上に持ち上十ザ(2段階操作)、リクライエン

グの角度を調節します。

2レ バーから指を離 して座席部を前後に揺すり、しつ

かリロックされた状態であることを確認 してくださ

しヽ。

●リクライエングしづらしヽ場合は、車の背もたれを1～2段リ

クライニングさせるとできます。この場合、車の背もたれを

チャイル ドシー トに接するように再度起こしてくださしヽ。

●車の背もたれがリクライニングできなしヽ場合は、チャイルド

シー トのリクライニング操作ができなしヽことがあります。

リクライニングレバー
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操 作 の しか た (後向き便用時の取り付け角度調節、部品の取り付けかた)

車の座面角度は車種によつてきまざまです。このためチャイルドシートの角度が不適切になる場合があります。

取 り付け角度コント回―ルシステム」を使えば後向き使用時に、最適な角度で取り付けることができます。

(「角度チェッカー」と「角度アジャスター」の調節により、お子さまの成長に含つた最適な角度で取り付けができます。

● 後向きで使用する場合は、取り付けの際に角度チェッカーの表示を必す確認してくださしヽ。

● 角度チェッカーの針が赤色の「危険」をさしてしヽる場合|よ必す角度アジャスターで適切な取り付け角度に

調節してから使用してください。

● 角度チェッカーの条件をすべて満たすお子さまにのみ、こ使用くださしヽ。

●

　

　

　

　

　

　

●

1車 を平らな所に駐車してくださしヽ。

※坂道などで取り付けを行うと、取り付け角度の正

確なチェックができません。

3表 示が、お子さまの体重に対して不適切な場合|よ、

ますメイン角度アジャスターを引き出して座席に置

き、角度チェッカーを確認します。

5ァ ジャスターで角度調節後、

※「車への取り付けかた」(Plフ

メイン角度アジャスター

取り付け作業を行います。

1～P16)を こ覧くださしヽ。

2取 り付けを行う前に、しヽつたんチャイル ドシー トを

車の座席に置き、角度チェッカーを確認します。

4角 度調節が不十分な場合|よ、さらにサブ角度アジヤ

スターを引き出し、角度チェッカーを確認します。

※サブアジャスターに付しヽてしヽるベル ト|よ誤使用

(サブアジヤスターのみの使用)を防ぐためのもの

です。

サブ角度アジヤスター

6取 り付け完了後もう]度、角度チェッカーの表示を確認

してください。

●アジヤスター1段 目 ●アジヤスター2段 目



お子さまの首がすわつていない場合には、インナークッションをお便いください。インナークッションは、後向き

のときにのみお使いください。前向きのときに便用すると、本来の機能をはたさす危険です。

● 後向きの状態でのみお使しヽくださしヽ。前向きのときに使用すると、本来の機能を|よたさす危険です。

● リクライニングをもつとも寝かせた位置にしてくださしヽ。

● 取り付けかたに従しヽインナークッションを正しく使用してくださしヽ。

● ヘッドパッドとの併用はできません。必す取りはすしてくださしヽ。

インナークッションの5カ所のマジックテープを|よ

すし、幼児用ベル トと胸あてパッドを通します。

2ィ ンナークッションのひもを一番上の肩部ベル ト通

し穴に通し、裏側でむすびます。

35カ 所のマジックテープをとめてインナークッショ

ンを固定します。

4ぉ 子さまに合わせて各部の調整をします。
※「肩部ベルト通し穴位置の決めかた」「幼児用ベル

トの長さ調節のしかた」P10を こ覧くださしヽ。

1ヘ ッドパッドベル トを、幼児用ベル トの通つてしヽる

肩部ベル ト通し穴と同じ位置に通します。

2ヘ ッドパッドベルトのパックルを上から回し込みま

す。

3ヘ ッドパッドベルトを図のように通して、ヘッド

パッドの位置がすれなしヽように締め付けます。

●|よすしたヘッドパッド|よ車の室内に放置し

なしヽでくださしヽ。

●チャイル ドシー トを持ち運8 とヽきには、

ヘッドパッドをつかまなしヽでくださしヽ。

● はすしたインナークッションは車の室内に放

置しなしヽでくださしヽ。

● チャイル ドシー トを持ち運8 とヽきには、イン

ナークッションをつかまなしヽでくださしヽ。

ヘッドパッド  ヘ ッドパッドベルト ブミックル



車に取り付ける前に

車に取り付ける前に、パックルのとめかたとはすしかたを確認し、幼児用ベルトの通し穴位置、長さを適正な位置
に含わせてください。

パックルボタンを押して差し込み金具を抜き、胸あ

てパッドを手前にたおして、お子さまを座らせま

す。

2お 子さまの左右の腕を幼児用ベル トに通し、ベル ト

がねじれてしヽなしヽことを確かめて、左右の差し込み

金具をバックルに「カチッ」と音がするまで差し込み

ます。

バックルボタン 胸あてパッド

3差 し込み金具を軽く引き、しつかり固定されている

ことを確認してくださしヽ。
●差し込み金具がバックルに完全に差し込まれてしヽ

なしヽと、本来の機能をはたさす危険です。

●差し込み金具は確実に固定してくださしヽ。差し込

み金具がはすれると、ベル トが首に巻きつき窒息

するなどの恐れがあります。

9

●胸あてパッド|よ、ねじつたり、折り曲げたり、乗つたりしなしヽで、てしヽねしヽに扱つてくださしヽ。胸あてパッ

ドが破損し、本来の機能をはたさなしヽことがあります。

●図のような座らせ方はおやめください。チャイルドシートが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐れがあります。

差し込み金具



●幼児用ベル ト|よ、着座したお子さまの肩のすぐ上の肩

部ベル ト通し穴に通します。   ・

●幼児用ベル トがお子さまの両肩にフィットしてしヽな

いと、衝撃が加わつたときに肩からはすれ、チャイル

ドシー トとして機能しません。

■幼児用ベル トを長くするときには

矢印●の方向に幼児用ベルトを引き、

たるみをもたせて、0方 向に引つ張り

ます。

■調整の手順

幼児用ベル ト

肩部ベル ト通し穴

1幼 児用ベル トをベル ト調節

金具から引き抜き、お子さ

まにあった肩部ベル ト通し

穴に入れ直します。

2図 のような手順で、幼児用ベルトを背画のベルト調整金具に取り付けます。

お子さまの体型 ・肩部ベルト通し穴の位置に合わせ、幼児用ベルトが体にフィットするように幼児用ベルトの長さを調整します。

●ベル ト調節金具を引き上|ザすぎると、幼児用ベル トの

巻き取り機能が働かなくなります。幼児用ベル トの長

さを調節するときには、図のようにベル ト調節金具を

5crrR程度引き出した位置でセットしてくださしヽ。

●幼児用ベル トがベル ト調節金具か引よすれることを

防ぐために、図のように必す幼児用ベル トを5crln以

上余裕をとってセットしてくださしヽ。

●幼児用ベル トをたるませて使用すると、ベル トが首に

巻きつき死亡する恐れがあります。

■幼児用ベル トを短かくするときには

矢印●の方向に幼児用ベルトを引き、0
方向に引つ張ります。

幼児用ベル!卜の編横

お子さまと幼児用ベル ト

の間に大人の手のひらが

入るように、張り具合を

調節してくださしヽ。
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車への取り付けかた(準備する)
■お子さまの体重に含わせて、チャイルドシートの向き、リクライエングの位置、インナークッション

の有無などの便用状態を、下記にしたがつて選んでください。

●チャイル ドシー トがしっかりと固定できなしヽ場合は、 ● シフ トノブやサイ ドブレーキなどにチャイル ドシー

本来の機能を|よたさす大変危険ですので使用しなしヽ   卜 が接触する場合、運転の妨|ずになりますので助手

でくださしヽ。                    席 での使用|よおやめくださしヽ。

●助手席にチャイル ドシー トをとり付けて ドアミラー ● 2ド ア ・3ド ア車で後座席に人が乗車する場合、緊

が見えにくしヽ場合、後座席に取り付けてくださしヽ。  急 時の脱出の妨|ザになりますので助手席に|よチャイ

●前向き、後向きにかかわらすエアパッグが装着され  ル ドシー トを取り付けなしヽでくださしヽ。

た座席ではこ使用にならなしヽでくださしヽ。エアバッ ● チャイル ドシー トの座席部を横向きにして使用する

グの作動による衝撃で危険な状態になります。     こ と|よおやめくださしヽ。座席部がロックされす、不

●お子さまが乗つていなしヽときでも、チャイル ドシー  安 定になりますので、大変危険です。

卜は必すシー トベル トで常に座席に固定しておしヽて

くださしヽ。

お子さまの条件 便用状態

■

日

1.体 重5k宮～フk宮未満

2.後 頭部がインナークッションか

ら出ないこと

参考月齢 !2カ 月ころ～4カ 月ころ(首がすわるころ)まで

1.進行方向に対して後向き

2.リ クライエングをもつとも倒す

3.付 属のインナークッションを必

す使用

4.付 属のヘッドパッドは使用禁止

1.体重フk宮～1 0kg未満

2.後 頭部がチャイルドシートの背

もたれから上に出ないこと

参考月齢 i4カ 月ころ(首がすわるころ)～12カ 月ころまで

1.進行方向に対して後向き

2.リ クライエングは3段階使用可能

3.イ ンナークッションは使用禁止

4.付 属のヘッドパッドは使用可能

1.体重9kg～ 1 8kg未満

2.後 頭部がチャイルドシートの背

もたれから上に出ないこと

参考年齢 il才 ころ～4才 ころまで

1.進行方向に対して前向き

2.リ クライエングは3段階使用可能

3.イ ンナークッションは使用禁止

4.付 属のヘッドパッドは使用可能
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※9kg～ 10k目のお子さまのみ、後向き前向きどちらでもお使しヽいただけます。



ロッキングクリップ(№３０３２３７１０)

●お申し込み先
  コンビ コンシューマープラザ
　部品販売(相談)受付窓口
　ＴＥＬ：０４８－７９７－１００１
  ＦＡＸ：０４８－７９８－６１０９
  電話受付時間：１０：００～１７：００
                (日・祝日・年末年始除く)

●ホームページでのご案内
  http://www.combi.co.jp/soudan/faq_baby.htm



車への取り付けかた

ショルグーベルト1車
のシー

、主
レトをベルト通し

1に融責,許

※ベル ト通 し穴が狭く

なつてしヽますので、

ショルダーベル トをた

るませた状態にしてベ

ル トを送り込むように

入れてくださしヽ。

手を奥まで入れ込まなしヽでくださしヽ。

①車のタングプレートをバックルに「カチッ」と音
がするまで差し込みます。

＼

カチツ

ー /

シー トベル トにねじれのなしヽことを確認してくださしヽ。

②ベースの底画および
背画をしっかりと座

席 につ け、 シ ョル

ダーベル トを引しヽて

くださしヽ。

チャイル ドシー トに

体重をかけて押 しつ

けると、しつかり回

定できます。

※幼児用ベルトのあまりを、ベース部と車のシートとの間

にはさまなしヽように注意してくださしヽ。

タングプレー ト

1.車

のシ

弓ぇ全坐主重食生

卜通し穴に通します。 ①車のタングプレートをバックルに「カチッ」と音
がするまで差し込みます。

タングプレート

※ベル ト通 し穴が狭 く

なつてしヽますので、ベ

ル トを送り込むように

入れてくださしヽ。

吟あ

手を奥まで入れ込まなしヽでくださしヽ。

シー トベル トにねじれのなしヽことを確認してくださしヽ。

②ベースの底画および背画
を しつかりと座席につ

け、ウェス トベル トを強

く引き固定します。チャ

イル ドシー トに体重をか

けて押しつけるとしつか

り固定できます。

※幼児用ベル トのあまりを、ベース部と車のシー トとの間

にはさまなしヽように注意してくださしヽ。

ウェストベルト
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ロッキングクリップを図の位置に取り付けます。

※ベル ト通し穴に近しヽ位置に取り付けます。

ロッキングクリップの取り付けかた

①図のようにショルダー

ベルトとウェストベル
トを2枚 合わせ、ロッ

キングクリップの溝に

入れます。

②ウェストベルトを反対
側の溝に入れます。

③ショルダーベルトを図
のように、輪を作りな

がら反対の溝に入れま

す。

④輪の上側のベルトを強
く引き固定 します。

※チャイル ドシー トがすれ

なしヽように手で押さえな

がら水平に引きます。

③ しつかりと固定した
ら、ショルダーベルト
の輪のたるみをなくし

ます。

最後に「取り付け完了チエックのしかた」(P16)に

従い、しつかり固定したか確認してくださしヽ。

ショ)レター

ベ)レト

ウェストベルト

●マニュアル式シー トベルトの場合

シー トベル トがゆるむ場合|よ、ロッキングクリッ

プを取り付けてくださしヽ。

(取り付けかた|よ、「3点式シー トベル トの座席の

場合」の手順 3を こ覧くださしヽ)

●ELR付 き2点式シー トベル トの場合
ロッキングクリップを図の位置に取り付けます。

(「ELR付 き2点式シー トベル トの場合に|よ」P15

をこ覧くださしヽ)

最後に「取り付け完了チェックのしかた」(P16)に

従しヽ、しつかり固定したか確認してくださしヽ。

取り付けづらい車や、ぐらつく場合などの対応のし

かたについては

P15を こ覧くださしヽ。

車のパックルがシートベルト通し穴の角に当たり、

不安定な場合

P16を 置覧くださしヽ。
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車 へ の 取 り付 け か た 佃 り付けづらい車や、ぐらつく場合の対応のしかた)

屯

―
車のシー トベル トをベル ト通

し穴に通します。

(P13「 車への取り付けか

た」手順1、2参照)

図中①の位置で2枚のベルト

を合わせてつかみ、パックル

を|よすし引き抜きます。

を取り付|ナます。

②図のように上側のベルトを
引いてロッキングクリップ

とタングプレー トの間を短

くします。

③ロッキングクリップ上のた
るみをなくします。

②上から強くす甲しつけながら、

③バックルにタングプレー ト

を差し込みます。

3①架?全
)サ
甥朔りう  4①副淋韮欲経4レ

ト

①

②

③

タングプレートをパックルに差し込み、車のシートベルトを全部引き出して、図のような手順でロッキングクリップを取り付けます。

拘揚こと瑠別のL】湯G江
ロッキングクリップに

シー トベル トを2枚重ね

て通します。

③ の一方向 に上側の

シー トベル トを強く引

き、次に上にたるむシー

トベルトを④の一方向
に引きます。

③、最も引しヽた状態で1

度バックルをはす しま

す。③

シートベルトをロッキ

ングクリップにかけ、②

の一方向に強く引き③

のたるみをとります。

…

最後に、本体を座席に

押 しつけながらタング

プレー トをバ ックルに

差し込みます。③

より確実に固定するためには

前座席に取 り付けた場合

取り付|ナ手順終了後、座席を前にスライドさせると、より確実に固定できます。

前座席で後向きの便用をする場合

ダッシュボードとチャイル ドシートの背画が接するようにすると、より確実に固定で

きます。

※車により、ダッシュボー ドに接しなしヽ場合があります。

後座席で後向きの便用をする場合

車の前座席を後ろにスライドさせ、チャイル ドシー トの背画と接するようにすると、

より確実に固定できます。

前向き、後向きにかかわらすエアパッグが装着された座席ではこ使用になら

なしヽでください。エアバッグの作動による衝撃で危険な状態になります。
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短ベル ト(バックルの付しヽてしヽる車

のシー トベル ト)がシー トベル ト通

し穴の角に当たり、しつかり固定

できなしヽ場合は、図のように対応

してくださしヽ。

ひねりを加えてもしつかり取り付

けできなしヽ場合は、こ使用をおやめ

くださしヽ。本来の機能をはたさす、

危険をまねく恐れがあります。

1タ ングプレー トをはすしてバッ

クルを持ち、短ベル トに数回ひね

りを加えて短くします。

もう]度タングプレー トを差し込

み、固定します。

2

取り付け完了チエックのしかた

〔後向き〕

1お 子さまが座っても、車のシー トベル トにゆるみのな

いこと。

※お子さまが座ると車の座席のクッションが沈み、シートベル

トがゆるむことがあります。

2車 のシー トベル トのタングプレー トがパックルに

しつかりと差し込まれていること。

3チ ャイル ドシー トの座席部が、前向きまたは後向きの

位置でしつかりとロックされていること。

●幼児用ベルトを左右いつしょにつかみ、勢きよいよく

引きロックされること。手を離し引き出した幼児用ベ

ルトが戻ること。この2つ を確認してください。

これらの項目をチェックし、しつかりと固定できなしヽ場合

は再調整してくださしヽ。それでもしつかりと固定できなしヽ

場合は、その座席では使用しないでくださしヽ。本来の機能

をはたさす、危険をまねく恐れがあります。

●チャイルドシー トが車の座席にしつかり固定されているか、本体を前後にゆすつて確認してください。
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お手入れのしかた

シートクッションのはすしかた

● ヘッドパッドやインナークッションをはすします。

「ヘッドパッドの取り付けかた」「インナークッションの取

り付けかた」(P8)をこ覧くださしヽ。

0ベ ル ト調整金具から幼児用ベル トを引き抜きます。

幼児用ベル トからベル トカバー、差し込み金具をは

すします。胸あてパッドカバーは、表側のマジック

テープをはがして|よすします。

※差し込み金具は、左右を確かめて、胸あてパッドのパック

ルに差し込んだままにしておくと、取り付けるときに簡単

にできます。

0シ
ー トクッションにつしヽてしヽる4カ 所のフックを|よ

すします。

0胸 あてパッドのところからシー トクッションをはす

し、そのまま上に引き上げます。

シートクッション、ベル
パッドの洗いかた

●
ハヽッドブマッド

0差し込み金具

/
沸

ベル トカバー

0フ ック (2カ所)

0フ ック
クッシ∃ンの

内1貝」(2カ所)

●
インナークッション

トカパー、胸あてパッドカパー、インナークッション、ヘッド

●洗濯時は下言己の項目を守つてください。

液温は30℃を限界とし手洗いし

てください。

手絞りの場合は弱く、洗濯機脱

水の場合は短時間で行つてくだ

さい。

強く絞ると、シワが残ることが

あります。

漂白斎」は使用しなしヽでくださ

しヽ。

ドライクリ十二ングはしないで

ください。
日陰で平千してください。

アイロン掛けはしなしヽでくだ

さい。

本体、幼児用ベル トのお手入れ方法
通常|よかたく絞つた布で水拭きしてくださしヽ。汚れがひ

どしヽ場合|よ、中性洗斉」を水で薄めた液で汚れを落として

から水拭きし、日陰で乾燥させてくださしヽ。

● 中性洗斉」を原液で使用したり、ガソリン、ベンジンな

ど有機浴斉」の使用はおやめくださしヽ。本体および幼児

用ベル トをしヽためることになり危険です。

● 本体を水で丸洗しヽするのはおやめくださしヽ。金属部品

がさびて強度が落ちる原因となり危険です。
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幼児用ベル ト
フック

月要言呂ハWレト
通し穴

l要言B/ぺ)レト 幼 児用べ)レト

胸あてパッド

シー トクッションを背の部分に

かけ、胸あてパ ッ ドをシー ト

クッションの中央の穴を広げて

通し、シー トクッションを全体

にかぶせます。

幼児用ベル トをシー トクッショ

ンの腰部ベル ト通し穴から表側

に引き、このとき、幼児用ベル ト

がねじれなしヽようにしてくださ

い。

シー トクッションについてしヽる

フック4カ 所をとめます。(シー

トクッションの内側のフック

は、腰部ベル ト通 し穴にとめま

す)

インナークッションとヘッドパツ

ドの取り扱いについては、

8ページの「インナークッションの

取り付けかた」「ヘッドパッドの取

り付けかた」をご覧ください。

32

幼児用ベル ト

ベルトカバー

4胸 ぁてパッドに胸あてパッドカ
バーをかぶせ、幼児用ベル トに

差し込み金具を通 します。この

とき差し込み金具の左右表裏を

確認してくださしヽ。つぎに、ベル

トカバーを取り付けます。

幼児用ベル トを肩部ベル ト通し

穴に通し、ベル ト調節金具に取

り付|ナます。(ベル ト調節金具ヘ

の取り付|ナは「肩部ベル ト通し

穴位置の決めかた」(P10)を こ

覧くださしヽ。

5
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